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　ショウマという名前のつく植物一ユキノシタ
科のアジサイ亜科にキレンゲショウマ属，キレン
ゲショウマ，チダケサシ属にモミジショウマ，ヒ
トツバショウマ，アワモリショウマ，アカショウ
マ，トリアシショウマなどがある．バラ科のヤマ
ブキショウマはトリアシショウマと姿が似ている
が，前者は2心皮が合生し，後者は3心皮が離生
している点で区別できる．キンポウゲ科にルイヨ
ウショウマ属ルイヨウショウマ，レンゲショウマ
属レンゲショウマ，サラシナショウマ属サラシナ
ショウマ，オオバショウマ，キケソショウマ，イ
ヌショウマなどがある1）．いくつかの植物は，そ
れらの根茎が生薬“升麻”の基源植物と外部形態
が似ていることからくる命名ではないかと考えら
れる．
　キンポウゲ科の中のサラシナショウマ属の位置
一キンポウゲ科は被子植物の中で進化が遅れている．そこで多くの変化に富んだ属を含んでいる，
免疫学的な方法により，その属間の類縁関係を求
めれば，Chart　1の如くなる2）．
　それは形態学的，細胞学的な方法により求めた
類縁関係Chart　28）とよく一致している．
　C物あ痴9σサラシナショウマ属の位置をみれ
ぽ，・40㍑θαルイヨウショウマ属と近く，さらに
疏θs扱ベーシア属との類縁が認められる．また肖
によれぽSoμ1iθαサウリア属は形態学的，細胞学
的なことから励θs似とα励c痴gαの中間に位置
しているといわれている．これらの類縁はα励oi・
ア％gα　γα6θ初OSα　アメリカショウマは　Z46彪βα
γocθ勿osα4），屍εsiσ6α励α励1‘αはα勿ic痴9α
τα批αφ1iα5）とよぽれていたことからも類推す
ることができる．
　日本に産するサラシナショウマ属植物一変種
を含めて先に上げた4種がある．その検索は次の
如くである1）．
1．花は5～10mmの柄がある．心皮は2～7個で柄
　がある．下葉は3回3出，中葉は2～3回3出．
　　　　　　　　Csψ幼」ぽサラシナショウマ
　2．葉は1～2回3出，小葉は鋭頭から鈍頭また
　　は短鋭尖頭，上向の脈上に短い毛がある．
　　　　　　　　　　（∴ゴ4ψo力元αイヌショウマ
　2．葉は1回3出，小葉は鋭尖頭から長鋭尖頭，
　　上面はふちに短毛があるほかは毛がない．
　　　　　　　　　C．αθグ抗αオオバショウマ
　　泌γ・ρθ批絃キケンショウマは小葉の小葉柄が
　　楯状につくもので本洲中部地方に産する．
本研究の一部は昭和57年度星薬科大学大谷研究助成の対象となったものである（紀要委員会）
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Chart　l．キンポウゲ科の各属間の類縁関係（1）（UJensen，1968）
免疫学的な方法による。
　ショウマの語源一α〃2ic痴gα＜cimexナンキ
ンムシ＋fugeru逃げる，即ち駆虫作用あるをい
う6），升麻は葉が麻に似て，薬の動き方が身体の
上に昇った場所に効くものであると考えられ，升
麻といわれるようになったという7）．サラシナは
若葉を水でゆでて食用に供するゆえである．
　生薬としての升麻の基源植物　　升麻は神農本
草経中品に収載され，漢方の要約の一つである．
その基源植物は，古くはサラシナショウマ，アカ
ショウマ，トリアシショウマ，アワモリショウマ，
チダケサシを用いていた7β）．中国では4種の植物
を用いており9），その検索は次の如くである．
　1．花は複総状花序を成し，雄蕊は多数である．雌蕊
の心皮は多数で分離し子房上位，葉は複葉をなす．
　2．花は両性で蜜葉の先端は裂けず或いは分離せず
　　頂端は蔚を具えない．
　　3．葉は2回3出複葉をなし，蜜葉の先端は裂け
　　　ず，子房果実は無毛．
　　　　　　　α励c豹㎎σ舵抱C1θφ”σ大三葉升麻
　　3．葉は数回羽状複葉をなし，蜜葉の先端は2裂
　　　し，子房及び果実は有毛である．
　　　　　　　　　　　　　　　　c／bθz似α升麻
　2．花は単性で稀に両性（四川），蜜葉の先端は2裂
　　（深裂）し，裂片の頂端は常に一つの明瞭な蔚を具
　　えている．C4励微励北升麻
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キンポウゲ科の各属間の類縁関係（2）（田村道夫，1962）
形態学的，細胞学的な方法による。
　1．花は頭状花序を成し，雄蕊は5枚で，雌蕊の心皮
　は合生し，子房は下位，葉は単葉をなす．
　　　　　　　　　　Sθγグα故1αC”ηθπsお麻花頭
　欧米ではアメリカショウマC．γα6θ勿osαを用
いている．
　日本では，日本薬局方1°）にサラシナショウマま
たはその他同属植物の根茎である，として中国産
の大三葉升麻，北升麻なども用いられている．市
場品として黒升麻という名称ででまわっているも
のは，20年前位はサラシナショウマであったが，
現在では主として中国産の北升麻である11）．
　生薬としての升麻の検索一生薬としては，中
約誌で先の4種の植物の根茎或いは根を用いてい
る．
　1．関升麻1～万20勿σα励τ痴gαθWγα01θρ
　　　ノ碗αθ
??北升麻R万20勿αα励oが％81αθ4α吻γあα¢
西升麻1～万go勿αα〃舵痴gαθヵθz緬αθ
（川升麻）　別名：緑升麻，鬼瞼升麻，鶏骨
升麻（市場別名）
　4．　広東升麻Rα∂㍑Sθγγ砿％1αθ
　生薬の鑑別は，外観が類似しているのは北升麻
と関升麻である．西升麻と広東升麻は先の2種類
と形状を異にする．北升麻と関升麻は横断面の鏡
検で比較検討できる．即ち，関升麻は鯖部の頂端
に繊維束があり，木部の道管の排列は甚だ密で，
髄に大形の空洞がある．北升麻は，木部道管は比
較的まれで少なく，木繊維は極めて多い．また北
升麻には網紋道管が明瞭であり，西升麻には認め
られない，
　民間薬としての近縁の植物一中国ではオオバ
ショウマ，金亀草を三面刀としてのどの痛みに用
いる．励εS級τα存肋㎡∂1似単叶升麻を白細辛とし
て，So％〃θσ〃αg吻α紘を太白黄連として，抗炎症，
鎮痛薬として用いる．Actaea　asiatica緑豆升麻
を類叶升麻として鎮咳に用いる5）．
　サラシナショウマ属植物の成分一サラシナシ
ョウマ，オオパショウマ，イヌショウマ，アメリ
カショウマなどの成分が研究されている．イソフ
ェルラ酸（1），フェルラ酸（2），カフェー酸（3）
一 47一
Pr㏄．　H〔061直P㎞．　No．25，1983
、
　　　OH氏・・∪・H－・H弍∞・
　　　isoferulic　acid　（1）
xyLO
、
’ o　　　　H
　　－．－O
＼OH
cimigenol　xyloside（5）
HO
cimicifugenor（4）
xyl．　O
　acetyl　shengmanol　xyloside（6）
xyl．O
actein　（7）
OH H8CO　O
　H　　／　OHO7＼ 0
cimifugin（8）
CH20H
　　　　　　　H－CH＝C（CH8）2
　　　　　H
3－（3’－methyl－2’－butenylidene）－2－indolinone（9）
　　　　Chart　3．サラシナショウマ属植物の代表的な成分
などのフェノールカルボン酸類12），cimicifugenol
（4）18），cimigenol　xyloside（5）14），　acetyl　sheng・
manol　xyloside（6）15），　actein（7）16），などのトリ
テルペンおよびその配糖体，cimifugin（8）など
のクロモン誘導体17），インドリノン誘導体18）など
が知られている．（Chart　3）
　ショウマのメタノールエキスで含有率の高い成
分は9，19－cyclolanostaneを基本骨核とする四環
性トリテルペンである．新鮮植物，生薬の新鮮エ
キス中では，真正配糖体と名づけた側鎖にエポキ
シ環をもつ6などが存在し，エキスとして永ら
く放置しておくと，cimigenol　xylosideを代表と
するいくつかの他の安定形の配糖体となることが
判明した19）．著者らにより近縁の励θsZσ，　Soμ1iθα
属植物からも9，19・cycloanostane骨核をもち，
側鎖がocotillone型のトリテルペンキシロシドが
いくつか単離され，構造決定された20），
　升麻の薬理一C，γα6θ彿osαに血圧を下げる作
用があると古くからいわれ，Genazzaniらはその
根および根茎から活性成分acteina，　mp　276°Cを
得1ている21）．柴田らは，北升麻をChart　4のよ
うに分画し，イソフエルラ酸が，1～2g／kg経口
投与で有意の正常体温下降，下熱，鎮痛，抗浮腫
作用を示すこと，エーテル可溶性分画CD　4に
writhing　responses抑制，カラゲニソ浮腫抑制
作用があり，ブタノール可溶性分画CD　6に強い
正常体温下降，下熱作用およびwrithing　re－
sponses抑制がみられ，圧刺激法による鎮痛作用，
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Chart　4．北升麻の分画
Table　I．北升麻画分およびイソフエルラ酸の薬理学的および毒性効果
FractionsBody　temperature
，認；。1，霊ic
Analgesic
Writhing　Tailpressure
Anti’in6ammat°「y　T。xi、ityLD、。（3　d・y、）
竃竺劃Ca留罐n　（9／』の
CD　2
? の　1 一 一
?
十？ 10＜
CD　4
? ?
什 σ）
?
什 2．5〈LD5。＜5．0
CD　5 一 一 十？ 一 十？ 一 10＜
CD　6 甘 ? ? 一 α） 一 α）
IFA 十 十 什 卦 十 十 8．1（mouse）7．9（rat）
score　　十ト：significanct　1うく0．01　十：significantヵ〈0．05　十？：not　significant，　the　tendency　shown
　　　　＿：not　significant，　the　tendency　not　shown
animal　mouse：analgesic　and　toxic　tests
　　　　rat：hypothermic，　antipyretic　and　anti・in且am皿atory　tests
route　of　drug　administrationψ〃os
σ）not　yet　tested
カラゲニン浮腫抑制作用はみられなかった，水可
溶性分画CD　5は軽度のwrithing　responsesの
抑制およびデキストラン浮腫の抑制がみられると
報告している．（Table　I）22）
　柴田ら23）は，サラシナショウマも北升麻と同様
の分画を行い，抗炎症作用をみている．（Table　2）
　エーテル可溶分画CS　4とブタノール可溶分画
CS　6に，正常体温下降作用，圧刺激法による鎮痛
作用，カラゲニン浮腫抑制作用を認めている．さ
らにサラシナショウマを同様に分画し，抽出分離
初期の水可溶性分画CS　2に有意のチオペンター
ル催眠の延長およびストリキニーネ痙れんの抑
制，熱湯不溶分画CS　3に鎮静，抗痙れん作用，
水可溶性分画CS　5にモルモット摘出輸精管でノ
ルエピネフリンによる収縮を抑制，ラット摘出直
腸一肛門部で，アセチルコリン収縮に対するisO・
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Table　IL　サラシナショウマ画分のいくつかの薬理効果
Fractions
CS　4
CS　5
CS　6
Hypothermic
Analgenic
Writhing
十？
Tail　pressure
Anti・in且ammatory
　Carrageenin
　　　 dema
十
十
十
An i・ulcerative
　Acetic　acid
　anal　ulcer
＿α）
十？b）
十b）
Score　　→十：significantρ＜0．01　十：signi丘cantカく0．05　十～：not　signi丘cant，　the　tendency　shown
　　　　－：not　signi丘cant，　the　tendency　not　shown
Animal　mouse：analgesic　test
　　　　　rat：hypothermic，　anti・in且ammatory　and　anti・ulcerative　tests
Route　of　drug　administration：ρ〃os　dose：291kg
　　α）0．591kg／day，♪α×5　　　b）LOg／kglday，ヵ」o．×5
protereno1抑制を抑制したことを認めている．近
藤ら24）は，北升麻からのcimifugin（8）に中枢神
経抑制作用を認めている，近藤ら25）は北升麻から
のvisamminol（10）とvisnagin（11）が腸管に
対して鎮痙作用を認めている．草野ら26）はcimi・
cifugoside（12）およびその酸処理して得られる
cimicifugenin（13）のヒトリンパ球のPHA反応
阻害作用を認めている．北升麻および西升麻に呼
吸困難緩和，喉内疾患の予防効果27）および皮膚保
護作用28），北升麻および関升麻の水抽出部の骨格
筋および心筋の収縮抑制作用29）等が知られてい
る．高松ら3°）は北升麻のMeOHエキスを経口投
与し，四塩化炭素肝障害の予防効果を検討し，
cimigenol　xylosideが活性成分であることを明ら
かにした．
　この研究の一部は大谷助成金に基づいて行われ
たことをここに感謝致します．
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